








昨年度は,無アルプミン－高ビリルビン血症ラット(AJR,1)と無アルブミンラット(NAR,2)

をもちいて,ビリルビンの脳内移行の機構を検索し,血中にアルブミンが存在しない場合,

血中ビリルビンはリポ蛋白に結合している事を証明した。また,リポ蛋白結合ビリルビンは,

脳血液関門を容易に通過してしまう事が判明した。 

本年度は,リポ蛋白結合ビリルビンに着目し,ビリルビンの脳内移行の機構を検索した。 


